
特集 情報化時代を先取りするマイクロコンピュータHシリーズ

情報産業市場ニーズと

Hシリーズマイクロコンピュータ
HSeriesMicrocomputersforOAandControIApplications

高度な半導体技術を駆使したHシリーズマイクロコンピュータの開発に当たり,

情報産業のニーズを的確に把握し,いかに製品化に反映させたかについて述べ

る｡取り扱う情報の質と種類を選択し,それぞれに必要な機能及び性能をCPU

のアーキテクチャに折-)込み,更に,性能の改善によって実現した｡また,情

報処理に必要な周辺LSIとして,DMAなどのシステム周辺LSI,グラフィック制

御LSI,ファイル系制御LSIについても市場ニーズに合わせて機能と性能上の改

善を図った｡また,情報通信に必要な通信端末用及び交換用LSIの製品化につい

ても,近い将来のISDN対応の通信用LSIを中心に記載した｡

山 緒 言

過去の情報処理は,大形コンピュータの専門家による利用

形態が中心であった｡しかし,現在では,パーソナルコンピ

ュータやワードプロセッサのように,高度な演算処理機能を

待った装置が小形･軽量となり容易に個人的に利用できるよ

うになった｡また,個々の機器で利用される情報は,通信回

路によって接続され,相互利用されるようになってきている｡

最近のファクシミリ機器の伸び率が年率13%以上になってい

る事実を見ても,このすう勢を感じ取ることができるし,パ

ーソナルコンピュータ通信のネットワークも拡大の一途をた

どっている｡

これら情報機器の進歩は,半導体技術の発展によるところ

が大きい｡それらの主要部分にはマイクロコンピュータや各

種の専用LSI及びメモリLSIが多用されている｡これらLSIの

開発に当たっては,各種情報機器の持つ特性から決まるユー

ザーニーズを機能,性能に十分反映させる必要がある｡ここ

では,各種の情報機器で処理される情報の質や種類について

整理し,これらを処理するマイクロプロセッサと周辺LSIに必

要な機能･性能について述べる｡更に,このようなユーザー

ニーズをどのようにHシリーズマイクロコンピュータの開発に

反映させたかについて述べる｡

国 情報処理とマイクロプロセッサ系列へのニーズ

パーソナルコンピュータ,ワードプロセッサ,ファクシミ

リの利用などオフィス環境は激し〈変化している｡これらの

OA(OfficeAutomation)機器普及の背景には事務の合理化に

よる省力化ばかりでなく,むしろ情報伝達の質的向上や迅速

性を重視する社会的ニーズが高まっているためである｡OAの

対象となる情報の質と種類,及びこれを具体的な形に表現す

*

H二､士二製作所武蔵工場

∪.D.C.る81.322-181.48:占51.011.5る

富永四志夫* mざゐわ乃桝わ官曙α

る情報の種類に応じたシステムニーズの具体化が必要となる｡

2.1情報の質と種顆

オフィスでの文書処理機能と取り扱う情報の形態及び業務

形態を分析し,これらに必要なシステムをハードウェア,ソ

フトウェア両面から検討することは,オフィス情報処理シス

テム開発の出発点であると言える｡

オフィス業務の機能,形態及び情報の種類について表1に

示す｡文書作成と編集については,既にワードプロセッサや

パーソナルコンピュータによって実剛ヒされている｡入力さ

れた文章や図形は,国1に示すように,文書作成及び校正用

表1オフィス業務の機能,形態及び情報の種鞍 手務所での文

書処理,情報や業務の形態を分析し,合理化に必要な機能及び性能を持

ったマイクロプロセッサの方式設計を行う｡

形 態 種 頼

文書処理

メディアの形態

業務形態

文書作成と編集

印 刷

メイリング(配布)

保存と検索

文章,図形,表

イメージ,音声,･

書 く

読 む

考 え る

聞 く

話 す
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文章･図形入力

●キーボード

●タブレット

●マウス

●イメージスキャナ
など

注:略語説明

編集処理

●文字列操作

●仮名漢字変換

●図形コマンド操作

●フォーマット操作

●パターン認識
など

描画処理

●図形生成

●座標変換

●拡大･縮小

●回転･移動

●ウインドウ処王里

●レイアウト

文書作成支援･校正支援ツール

LCD(L･qu･dCrトstalD+SP】ay),LBP(LaserBeamPrinter)

出力処理 ●再生

ファイリング

●フロッピー

●ハードデスク

●光デスク

ディスプレイ

●CRT

●+CD

など

印刷

●ドットプリン

タ

●+BP

など

馴 文字･図形処王里入力から出力再生までのフロー国 人力された文章や図形は,支援ツールの助けを借りて編集,描画処王里を行い出力処
理される｡

支援ツールの助けを借りながら編集処理を行い,その命令に

従って描画処理を行う｡

出力データは,ファイリング,ディスプレイ及びプリント

アウトなどの出力処理の種類に応じて再生される｡これら文

書処理で取り扱う情報の種類によって,処理機能は高度化す

る｡文章や表だけを取り扱う第1段階から,図形を処理する

第2段階に進みつつある｡

今後,更に高度なディジタル処理技術を必要とするイメー

ジ入力処理や音声入力処理が実用化してくると考えられる｡

特に,日本語の入力には,欧米のアルファベット式のキー入

力が必ずしも最適ではなく,画像入力や音声入力の必要性が

高いため各種の検討が試みられている｡

田 CPUへのニーズ

入力された文章･図形は,次に,編集処理が必要となる｡

このときのCPU(CentralProcessingUnit)の機能及び性能に

対するニーズは,システムの性能や応用分野などによって異

なっている｡

3.1機能的ニーズ

初期のワードプロセッサはそれ自身単独の装置として使わ

れ,システムとして閉じている｡そのため,CPUの選択は個々

のニーズによっていた｡しかし,パーソナルコンピュータの

場合は,市場で流通している応用ソフトとのオブジェクトコ

ード互換性が重要視される｡最初に採用したCPUのアーキテ

クチャは,上位機種の製品展開にも常に互換性が保たれ性能

及び機能の向上が図られてきた｡特に,8ビットCPU及び16

ビットCPUについては,OS(OperatingSystem)として標準

的なMS-DOS削Jの上で利用できるアプリケーションソフトが

※1)MS-DOS:米国マイクロソフト社の登録商標である｡

CPU
機能 8ビットCPU 16ビットCP〕 32ビットCPU 64ピットCP〕

文書

文字･表

.㌍四賀杉三‥:
三;/

･≡…窟㌢ツサの…■
;/図 形

作成

編集

(独自OS)■ :::J

画 像 ､く…‥妻 ;ノ

､し…ヾ…‥‥鑑恵三;/
印 刷

メイリ ング

検 索 ､‥J二…‥､‡/だ才芸-ションの
イメージ入力

(ディジタル)

ヽ･= 能

＼ぺこ≡こ+三⊥≡‥妻;ザ(呂?誌ぷ孟㌔)ほか)
音 声 入 力

ヽ
■

′

､■こノ
＼

注:略語説明 CPU(CentralProcessing]nLt),OS(OperatingSYStem)

図2 CPU機能と情報処理機能 文書処理機能へのユーザーニーズ向上に伴い,CPU処理機能とOS(オ

ペレーティングシステム)も変遷している｡
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表2 H32(32ビットマイクロプロセッサ)アーキテクチャ上の特徴 高槻能プロセッサでは高級

言言吾,例えばC言語の高速実行やメモリ保護機能などが要求される｡

アーキテクチャ上の特徴
■

実 際例 と 処理実行

l.高級言語の高速実行

2.OSの高速実行

3.グラフィックスの高速処理

4.豊富で完備した例外処理

5.高速コプロセッサプロトコル

6.シンプルで柔軟なメモリ管理

川16本のはん(汎)用レジスタ

(2)高速処理用短縮フォーマット

(3)異種サイズ閉演算サポート

(4)サブルーチン命令

(5)ストリング命令

(6)付加モード

川高速コンテキストスイッチ命令

(2)遅延割込み

(3)遅延コンテキスト例外

(4)キュー命令

川任意長ビットフィールド操作命令

(2)ストリング命令

川処理放棄(2種),完了=z種),取消し(12種)が実装されている｡

(2)多〈のエラー情報を待避するスタックフォーマット

(3)例外事象発生時の命令回復

川専用制御信号による短時間交信

(2)最大8個のコプロセッササポート

(り4レベルのリング保護

(2)共有と個別領域の分割

と保護機構 (3)2レベルページングと可変長テーブルサイズ

(4)セクション単位,ページ単位の保護

主流となr),流通ソフトも特定のCPUアーキテクチャを前提

としたオブジェクトコードを生成する応用ソフトがサードパ

ーティから供給された｡しかし,図2に見るように,ビジネ

ス用ワークステーションとしては,文書作成編集と同時に文

書の印刷や送信などを同時に実行できるマルチジョブ･マル

チタスク処理可能なオペレーティングシステムを採用する装

置が多くなってきた｡また,1990年代を予測したTRONプロ

ジェクトが提唱するBTRON菜2)/OSをベースとする試作機の

発表などもある｡

16ビットから32ビットCPUになると,アドレス空間は64k

バイトから4Gバイトにリニアな拡張が可能となり,各種デー

タタイプの高速処理が可能となる｡

例えば,黄近開発きれたH32(32ビットマイクロ78ロセッサ)

について,ユーザーから見たアーキテクチャ上の特徴を表2

に示す｡16ビット以上になると,ソフトウェアの生産性向上

や異機種間のソフト移植を容易にするために,C言語などの高

級言語を用いてプログラムを作成する場合が多く,言語の高

速性がシステムの性能を左右する｡レジスタ構成はユーザー

から見たプログラミングモデルとして,アーキテクチャ上の

重要な項目である｡コンパイラの最適化を図り,チップ内レ

ジスタ演算を頻繁に用いる場合は,レジスタ本数を多く持つ

構成が有利と言える｡しかし,OS演算中のコンテキストスイ

ッチにより待避･回復を行う場合には,レジスタ本数は少な

いほうが高速処理に適している｡

※2)BTRON:東京大学の坂村 健助教授の提唱するTRON70

ロジュクトの成果の一つである｡

また,H32では2バイト(16ビット)を単位として伸長する命

令コード体系をとっている｡これは適当なコード割付けと16

ビットの命令デコーダの採用によって,パイプラインを最も

効率よくし,命令実行時間の短縮も図れ,レジスターレジス

タ間,レジスターメモリ間,メモリ～メモリ間の演算命令の

コード効率改善に効果があるためである｡

アドレッシングモードには,8ビットで指定される一般形

と,6ビットで指定される短縮形の2種類がある｡一般形は

すべての基本命令で使うことができ,メモリ～メモリ間演算

を駆使することによってプログラムステップの大幅削減が可

能である｡これに対し短縮形は,命令の高速実行のためのチ

ューニング用に用意されたもので,高頻度に使用される命令

に対し割り付けられている｡すなわち,レジスタ～レジスタ

間での演算を高速化し,レジスターメモリ間は転送の高速化

を図ってRISC(ReducedInstructionSystemComputer)の長

所も採り入れている｡

また,はん(汎)用機能として,豊富なデータタイプを取り

扱う必要がある｡例えば,H32では,ビット,ビットフィール

ド,整数,浮動小数点,十進数,ストリング及びキューの7

種類がある｡これらのデータタイプは,表2の｢アーキテク

チャ上の特徴+に区分した実際例に見るように,それぞれの

機能に合った命令に従ってそれぞれのデータタイ70が処理さ

れる｡例えば,CPU単独で高速なグラフィック処理が可能で

あり,任意長ビットフ‾イールド操作命令を使うことによって,

ディスプレイの1行単位にリード･モデフアイ･ライトサイ

クルを高速に実行し,画像処理を行うことができる｡また,

豊富で完備した例外処理として,処理放棄,完了,取消し,

待避,回復などの機能を持っている｡
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●64ビットMPU

や

●マルチプロセッサ

スーパーマイクロ

●ベクタ演算

ハーバード構造

●データキャッシュ

Qり寸

H碧00@啄各科Q争式
キャッシュ搭載

●分散キャッシュ

H32/200＼9式

＼う式

高性能
CPUコア

●パイプライン化

●並列処理 CPリコア

l

､一H32/100

高性能化

高機能化

ASIC

CP〕コア

●チップバス

MMU DMA FPU
通信機能

グラフィック

ほか

周辺+Slのオンチップ化

注:略語説明

MPU(Micro Processor Unft)

ASIC(Ap帥Cation Speci†icIC)

MM〕(Memory Management Unit)

DMA(Direct MemoryAccess)

FPU(F10atingProcessingUnit)

図3 マイクロプロセッサの高機能･高性能･高集積化開発方向 マイクロプロセッサの高性能化はキャッシュ搭載やマルチプロセッサの方
向へ行き･高機能化には周辺LSlのオンチップ化の傾向があり,いずれもプロセス技術の進展によって可能となる｡

MMU(MemoryManagementUnit)などCPUと直結して

使用される周辺LSIの機能も同一チップ内に集積され,別チッ

プとした場合に発生するチップ間遅延を解消し高速化を図る

必要がある｡MMUを搭載したH32では,シンプルで柔軟なメ

モリ管理と4レベルのリング保護を可能とする｡後者は,OS

カーネルから一般アプリケーションプログラムや末デバッグ

プログラムなどの順に破壊に対し保護される｡また,セクシ

ョンとページによる2レベルページングを提供し,メモリの

有効活用と検索の高速化に役立てることができる｡

更に,他の周辺LSIの機能として集積した例では,RAM

(Random Access Memory),DMA(Direct Memory Ac-

CeSS),タイマ,シリアルインタフェース,割込みコントロー

ラ,メモリアクセスサポート機能など,制御用プロセッサに

必要な機能をワンチップに集積した16ビットマイクロ70ロセ

ツサH16がある｡将来は,これらの周辺機能をモジュール化し,

CPUインタフェース仕様を規定し,チップバスを介して用途

別のASSP(Application Specific Standard Products)や

ASCP(ApplicationSpecificCustomProducts)として多様

な顧客ニーズにこたえることも重要となる｡

現在32ビットプロセッサは,図3に示すように,高性能化

の方向を中心に開発されている｡しかし,H32の普及と半導

体技術の進歩によって,周辺LSIの機能を更に取り込みコス

トパフォーマンスの良いASSPのニーズは高まってくると思

われる｡
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図4 記憶容量の年次推移とマイクロプロセッサの性能向上推移

記憶容量は2年で3倍の増加があり,CPUは7～8年で-けた改善さ

れている｡
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3.2 CPUへの高性能化ニーズ

計算機の記憶容量は,ファイル系及び主記憶メモリ部につ

いて年次推移(増加傾向)を図4に示す1)｡これらの記憶容量の

増加は,プログラム規模の拡大などユーザーのニーズに伴う

ものである｡この記憶容量を高速に利用するCPUの性能も8

ビットから32ビットにアドレス空間が拡大し,更に演算処理

性能の向上も改善されてきた｡その結果,CPUの性能も7～

8年の間に約一けたの性能向上が図られてきた｡H32では,

EDN誌の提案したベンチマークにより,7MIPSの性能が得

られている｡

このH32に採用されている高速化の手段には次のものがある｡

(1)多段パイプライン演算

図5の実施例に示すように,(a)のプログラム演算は命令フ

ィッチから演算実行終了まで7クロックで実行される｡しか

し,5段のパイプライン操作が可能であるため,多〈の命令

が並行して実行され,実質的な平均実行時間は2クロックと

なり高速化を図ることが可能となっている｡

(2)分散キャッシュの活用

CPUの高速化を図るために,チップ内部に各種のキャ､ソシ

ュを分散させて配置し,CPU内部ブロックの処理が待ち時間

なく実行されるように,必要なデータ(命令又はオペランド)

の供給を行う｡H32の例では図6のように分散配置し,オペラ

ンド系キャッシュは外部メモリとの整合性を取るために必要

なハードウェア制御を行い,通常プログラマは全くキャッシ

ュを意識せずプログラムできる｡内蔵キャッシュにヒットし

ている間は外部バスが空くため,システムとしてDMAなどの

並列処理が可能となりシステム性能向上に役立つ｡
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(a)プログラム例

命令フエッチ

デコード

ROM読出し

演算

32

2
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;2

3

3 4

5

4

2; 3 4F

2Mc

(b)タイミング

注:略語説明 ROM(ReadOnlyMemory)

Mc(MachineCycle)

図5 H32(32ビットマイクロプロセッサ)のパイプライン動作例

(a)のプログラムをH32/CPUで実行する場合,7マシンサイクルの実行

時間が,(b)に示すようにパイプライン効果によって,平均実行時間が2

マシンサイクルとなる｡

:イイイイ/ウイ
△A

nPll

`…ノ苦言ッチ/蒜毒●;雪雪-ド…≡…警苦言√冒ム
分岐

ウインドウ

欠杉欠杉
l

シンククククク

#アドレス
蒜り変換卜 演算実行

ブル(TJB)

クククタカプ

ククククククク ククククククク

/入出力
ストア スタック

制御 バッファ キャッシュ
/

/衣ラ…≡;≡≡弓
矢彬ぢ

アドレスバス データバス

注:H32の分散キャッシュ配置例

(霊孟言プニて昌妻ユ芸ニ㌔卜〔三三ノプ=1芸r言L=Blヲ…;ご〔り)
図6 分散キャッシュによる高性能化の例 キャッシュを各演算

実行部分に分散して配置し,夕帽βメモリヘのアクセス頻度を減らし,パ

イプラインの効果を上げて高速処理を行う｡

巴 周辺+Slとボードへのニーズ

インテリジェントを持ったASIC,すなわちワンチップCPU

は通常コストパフォーマンスの点から用途に合った周辺LSIの

機能を搭載している｡ここでは,これらの周辺LSIへのニーズ

を情報産業用途の面から個別に述べる｡典型的なシステム構

成の例を図7に示す｡大きく分けると,CPUに直結してその

機能を果たすシステム周辺LSI及びⅠ/0(入出力)系としてのグ

ラフィック制御系,ファイル系,通信制御系などがある｡

4.1システム周辺系+Sl

この範ちゅうに入るものとして,FPU(Floati咽Processing

Ullit),DMAC(DirectMemoryAccessControler)及びCCM

(CacheControIMemory)などがある｡

技術計算や画像処理を高速に実行させたい場合は,浮動小

数点演算や関数演算の機能が必要となる｡これをCPU自身に

集積化することは,チップサイズの制限を越えてしまうので,

コプロセッサとして別に製品化している場合が多い｡コプロ

セッサとCPUとの浮動小数点演算開始及び終了に関する専用

の制御信号によってプロトコルの高速化が図られる｡H32シリ

ーズの例では,FPU内部演算の高速化によりWhetstoneベン
チマーク評価により4M WIPS(WhetstoneInstructionPer

5
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(通信制御) (ファイル制御) (画像制御)

図7 システム全体構成例 CPUに直接接続する周辺+S=:して,FPU,

テム周辺+Slとして入出九 グラフィック,ファイル及び通信制御系がある｡

Second)が得られている｡

また,システム機能として,CPUの演算を伴わずにⅠ/0チャ

ネル～メモリ問,メモリ～メモリ問の高速データ転送を必要

とする場合がある｡例えば,複数のマイクロ70ロセッサが異

なるバスを使って制御する任意のメモリ,及び周辺LSI間で画

像用などの多量のデータを高速転送したい場合にDMAの機能

が必要となる｡DMAの転送能力は(データバス幅)×(動作周

波数)/(転送クロック数)となるため,データバス幅の広い32

ビットDMAのユーザーニーズは高い｡

このほかに,外付けキャッシュを増設したい場合のキャッ

シュメモリコントローラやタグメモリ及びクロックパルス発

生器などの製品化ニーズがある｡

4.2 プロセッサボードの必要性

特に,32ビットのように機能の高いCPUの場合,CPU単体

からシステムを設計することは容易ではない｡そこで,シス

テム周辺LSIを組み込んだ標準的なCPUボードを準備し,ソフ

トサポートとともにスタータキットとしてユーザーに利用し

てもらえるように準備する必要がある｡このCPUボードは,

VME(VersaModuleEuropa)システムバスをベースに,他

のメモリボード,入出力制御ボード,ファイルボード及び通信

制御ボードとの接続も可能であl),初期のソフトサポートツー

ルとしての活用やデモセットとしての利用なども考えられる｡

4.3 グラフィック制御プロセッサ2)

OA,CADなどに,高性能グラフィックプロセッサはシステ

G[〕P

注:略語説明

CPG(C10Ck P]lse Generator)

CCM(Cache ControI

Memory)

DMAC(DlreCt Memory

AccessContro‖er)
lRC(仙errupt Request

Controller)

HDD(HardDisc Dr】Ve)

FDD(Floppy D岳skDrive)

GDP(Graphic Di叫ay

Processor)

キャッシュメモリ制御用LSl,割込み制御LSl(lRC)などがあり,シス

ムニーズの中でも重要な要素である｡線描画,面描画(塗りつ

ぶしなど),文字描画,イメージ処理(拡大など)機能のほかに

各種の描画演算モードやハードウェアウインドウ機能など,

CPU機能との分担を図りながら専用プロセッサとしてのグラ

フィック処理を実行する必要がある｡インタフェース仕様も

国際標準仕様としてのCGI(ComputerGraphicsInterface)に

準拠するコマンド群である必要がある｡描画プロセッサとし

てのユーザーニーズは,

(1)基本コマンドの描画性能が高速であること｡

(2)コマンド仕様が標準化されたものであること｡

(3)文字,線描画,面描画及びイメージ処理それぞれのコマ

ンドが独立に処理でき,ソフトウェアの移植性が良いこと｡

(4)フレームバッファメモリの使用効率が良いこと｡

(5)メモリ上に,CPUと描画アドレス空間を共有する小形シ

ステムと,これらを分離して持つ大形システムの両方に使え

る柔軟性を持った描画プロセッサであること｡などのニーズ

を満たす必要がある｡これらの要求を満たすGDP(Graphic

DisplayProcessor)HD64400が開発されている｡

表示装置として,最近のラッ70トンプパーソナルコンピュ

ータなどに用いられる液晶表示制御用LSI及びLCD(Liquid
CrystalDisplay)ドライバがある｡LCD制御LSIの場合も,

CRT制御用LSIと同様のソフトウェアが使えるように,互換性

や標準化仕様を守り,ソフトウェア移植の容易なユーザーニ

ーズに合ったLSIが必要とされている｡
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図8 ハードデスク制御システムのブロック構成図 システムバス(SCSレヾス)を通じて,ハードデスクから効

率よくデータ転送するためのシステムコントローラ系,信号処理乳 機構制御系のブロック図を示す｡

また,ユーザー自身のグラフィックプロセッサをASCP

(Application Specific Custom Products)とするASIC(Ap-

plicationSpecificIC)のニーズも強い｡

サポートツールとしては,グラフィックボードやC言語イン

タプリタ,CGIドライバを整備し,ユーザーのシステム立上げ

を迅速にする環境を提供することも重要である｡

4.4 ファイル系制御+Sド)

(1)ハードディスクは,パーソナルコンピュータやワークス

テーションに標準装備されつつあー),大容量記憶装置として

重要な位置づけにある｡現在の10～20Mバイトの記憶容量は

新製品で40～80Mバイトに増大し,転送速度は5Mbpsから

7.5～10Mbpsへ高速化し,平均アクセスタイムも80msから

20～40msに短縮されている｡従来の5.25インチ形から3.5イ

ンチ形への普及が進み,コントローラ内蔵のインテリジェント

化も採用されている｡例えばコントローラ内蔵のHDD(Hard

DiskDrive)の機能はシステムコントローラ系,信号処理系及

び機構制御系があー),図8のような構成となっている｡ホス

トインタフェースはシステムバス仕様を満たし,DMA機能に

よるデータ転送効率のよい直結形となる｡データプロセッサ

は各種の記録信号を取り扱い,転送速度が速く,ハードセク

タやソフトセクタ方式の記録フォーマットとECC(Error

CorrectionCode)機能を持ち,各種の標準ドライブインタフ

エースを構成できる必要がある｡信号処理系には,符号･復
号化回路,データセパレータ,波形整形回路がある｡機構制

御系では,ヘッドの移動やトラッキングを精度よく制御する

ことが必要である｡

8 情報産業と通信用LSlに対するニーズ4)

5.1通信用端末と交換機用LSl

図9に示すように,通信用端末としては,アナログ加入者

線用と今後普及するディジタル加入者線用端末があり,それ

らの交換機用LSIがある｡アナログ電話機では,録音,テープ

再生,リモートコントロール機能などの要求があり,静止画像

伝送も行われている｡ファクシミリや通信用パーソナルコン

ピュータの信号は,アナログ回線を介して通信する｡そのた

め,例えば,DSP(DigitalSignalProcessor)をコアとして変

復調処理を行い,音声通信帯域の高速D-A処理,A-D処理及

びアナログフィルタなどをワンチップとしたMODEM(Modひ

1atorandDemodulator)がある｡

PBX(Private Branch Exchange)交換機や局用交換機用

のアナログ加入者回路用LSIの機能には,電話機への直流供

給,誘導富からの保護,ベル信号送出,加入者線監視,音声信号の

PCM(PulseCodedModule)信号変換用CODEC(Coderand

Decoder),2線-4線変換及び線路試験などがある｡電話機

側へ接続するLSIには高耐圧を必要とし,CODECや制御用LSI

にはアナログ,ディジタル混在の高度な信号処理が必要であ

る｡例えば,電話機のベル信号送出,極性反転,試験引込み

を行う高耐圧回路には誘電体素子分離や高耐圧MOSにより80

V以上の耐圧を必要とする｡また,CODEC回路には,製造

プロセス依存性が少なく,音声帯域で15ビットの高精度A-D

変換回路を持つディジタルCODECの製品化ニーズがある｡

5.21SDN用+Sl

ISDN(IntegratedSeⅣicesDigitalNetwork)は,音声,

データ,画像などの情報をディジタル通信によって伝送する
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図9 通信用端末,回糸乱交換機システム構成概念図 音声,データ,画像情報をアナログ又はディジタル(lSDN)回線によってサービスされ,

ビジネス用途に大きな影響が予想され,このための+Slが開発されている｡

もので,その制御手順(プロトコル)の標準化がCCITT(国際電

信電話諮問委員会)を中心に各国で進められている｡今後,デ

ィジタル電話及び既存の端末を接続した複合端末装置,ファ

ックス(GIVタイプ),テレビ会議及びテレビ電話などの応用が

考えられる｡既存綱からTA(TerminalAdaptor)の間をR点,

ディジタル端末からPBXの間をS点,PBXからNT(Network

Termination)の間をT点,基本インタフェースをU点と呼ぶ｡

それぞれのインタフェース用LSIの開発ニーズがある｡

田 結 言

今後,マイクロコンピュータで処理すべき情報の質と種類

について分析し,それぞれに必要な処理機能と速度について,

年次推移を見ながらCPUに対するニーズとして整理した｡記

憶容量が2年で3倍に増加し,CPUの性能は7～8年で一け

た改善されることを踏まえて製品開発を行う必要のあること

が分かった｡また,周辺LSIの機能もシステムとしてまとめる

場合に重要であり,グラフィック,ファイル及び通信用LSIに

ついての製品開発ニーズと製品例について述べた｡今後は,

周辺LSIといえどもインタフェース仕様の標準化と並行してソ

フトウェアの標準化が進み,LSIの仕様にも反映されてくる｡

また,ASIC技術による顧客ニーズに対する迅速な対応が必す

(須)になることも述べた｡
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